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【 試 合 前 ・ 試 合 終 了 後 お よ び プ ロ ト コ ー ル 時 の 審 判 役 員 の 役 割 】

 

記 録 員  

①コー ト に向 かって右 側 が記 録 員 とする 。  

②試 合 開 始 ３ ０分 前 までには 、記 録 用 紙 に必 要 事 項 の記 入 を済 ませ 、ス コ アラーテーブルに着 く 。登 録 メンバーの記 入 については 、最 終 承 認 された 『 コ ンポジシ ョ ンシー ト 』 か ら

転 記 する 。  

③サービスオーダー と得 点 の確 認 を行 う 。記 録 用 紙 が唯 一 の公 式 記 録 である 。疑 義 をいだいた時 は 、ゲ ームを止 め 、副 審 を呼 び 、可 能 な限 り迅 速 に 、 正 確 に処 置 する 。 ロン

グサーバーがあればサービスが打 たれた直 後 、ブザ ーを鳴 ら し 、主 審 ・ 副 審 に知 らせ る 。 点 示 の間 違 いは 、競 技 を中 断 せずに速 やかに処 置 する 。  

④ゲームキ ャプテンから主 審 に対 して異 議 の申 し立 てがあった場 合 、その異 議 を試 合 終 了 時 に公 式 な 抗 議 と して記 録 用 紙 に記 録 員 が記 入 するか 、チ ームキ ャプテンが記 入

するこ とを許 可 する 。  

アシスタ ン ト

スコ アラー  

①試 合 開 始 ３ ０分 前 までには 、記 録 用 紙 の予 備 と 、 リベロコ ン ト ロールシー ト を準 備 し 、席 に着 く 。  

②コー ト に向 かって左 側 がアシスタ ン トス コ アラー とす る 。  

③アシス タ ント スコ アラーは 、試 合 中 、 原 則 と し て次 の事 項 を行 う 。 （ 規 則 2 6 . 2 参 照 ）  

 ａ ） ス コ アラーの任 務 を補 佐 する 。   

 b ） リ ベ ロ リ プレ イス メ ン ト を正 確 に記 録 する 。 も し 、 リ ベロ リプ レイ ス メ ン ト に反 則 があった場 合 は 、その事 実 も記 載 し 、 ブザ ー を鳴 ら して審 判 員 に通 知 す る 。  

 c ） 卓 上 点 示 盤 を使 用 して 、得 点 掲 示 を行 う 。  

 d ） テ ク ニカル タイムアウトの開 始 と終 了 を通 知 す る 。  

線 審  

①試 合 開 始 ３ ０分 前 には 、ス コ アラーテーブル後 方 に集 合 する 。両 レ フ ェ リー紹 介 直 前 に ２人 ずつ 、ウ ォームアッ プエ リア近 くで待 機 し 、その紹 介 直 後 に 、 それぞれの定 位 置 につ

いて 、プレーヤーの紹 介 を待 つ 。  

②担 当 の位 置 についたら 、ネ ッ ト 及 びアンテナ等 が正 しい位 置 に取 り付 けてあるかどうかチェ ッ クす る 。特 にアンテナの取 り付 け位 置 についてはゲ ーム中 で も十 分 注 意 する 。  

③ライ ンジャ ッ ジは 、ボール リト リバーやモッパーが任 務 を遂 行 していない場 合 には 、  タ イムアウ トやセ ッ ト 間 にアドバイス を与 え る。  

④試 合 中 の判 定 等 については 、 ラ イ ンジャッ ジマ ニ ュアルを参 照  

ボール  

リ ト リバー  

①試 合 開 始 ３ ０分 前 には 、競 技 場 に集 合 し 、 ク ラウチングチェア （ 背 もたれな し ） 、 タオルがあるかを確 認 する 。  

②公 式 ウォームアッ プ中 は 、 フ ェ ンス外 でボール拾 い を手 伝 う 。  

③積 極 的 にボールを回 収 し 、サーバーにスムーズに配 球 でき る状 況 をつ く る 。そのために 、観 客 席 にボ ールが入 ったら近 く の リ ト リバーは近 づいて手 を挙 げ 、観 客 がどこへボール

を返 したらよいかはっき り示 す 。  

④ボールの受 け渡 しは 、 ２ ・ ３ 歩 動 いて行 う 。サ ーバーの邪 魔 にな らない タイ ミ ングで 、よ く 状 況 をみて 、広 告 パネルのすぐ近 く を転 がす 。  

⑤コー ト内 のボールは 、サイド ラ イ ンまで行 き 、選 手 に渡 して も らう 。 コ ー ト 内 には入 らない 。  

⑥ボールをサーバーに渡 すリ ト リバーは 、ボールの回 収 より も 、サーバーへのボール渡 し を優 先 させる 。サーバーへは 、ワンバウン ドでボールを送 る 。  

⑦ （ １～ ４ セッ トのセ ッ ト 間 ）  ３ ボールシステムでは ，サーバーにボールを渡 す （ Ｎ Ｏ ２ ・ ５ ） がボールを管 理 し 、次 のセッ ト サー ビス権 のあるチームのＮ Ｏ ２ もし く はＮ Ｏ ５が２個 のボールを

保 持 する 。  ５ ボールシステムでは ，サーバーにボールを渡 す （ Ｎ Ｏ １ ・ ２ ・ ４ ・ ５ ） がボールを管 理 し 、次 のセッ トサー ビス権 のあるチームのＮ Ｏ ２ もし く はＮ Ｏ ５が ２個 のボールを保 持 す

る 。 ５セ ッ ト 目 は 、ボールを １個 、副 審 に渡 す 。  

⑧タ イムアウト中 およびセッ ト 間 には 、ボール管 理 を行 い 、選 手 に渡 さない 。  

⑨試 合 終 了 時 には 、 ３ つも し く は ５ つの試 合 球 をス コアラー テーブルに持 って行 き 、ボールホルダーに返 す。  

モッパー  

①フロアモッ ピングは 、選 手 の安 全 とスムーズなゲームの進 行 を確 保 するために重 要 な役 割 を果 たしている 。  

②試 合 開 始 ３ ０分 前 には 、競 技 場 に集 合 し 、高 さ ３ ０ c m 以 下 のクラウチングチ ェア （ 背 もたれな し ） 、 タ オル 、モ ップがあるかを確 認 する 。  

③クイ ッ クモッパー用 のタオルは 、 ４ ０ c m × ４ ０ c m を最 小 と し 、 ４ ０ c m × ８ ０ c m が最 大 で 、柄 の付 いたモ ップは 、 １ｍの幅 が要 求 される 。 タオルや柄 付 きモッ プを置 く ときは 、観 客 か

ら見 えに く い場 所 に置 き 、柄 を立 てないよ う に配 慮 する 。  

④それぞれのクイッ クモ ッパーは 、手 に １枚 ずつのタオル （ 計 ２枚 ） を持 って 、役 割 を果 たす 。 フ ロン トゾ ー ンはサイ ド ライ ン外 側 まで 、バ ッ クゾ ー ンはコー ト内 を中 心 に拭 く 。  

⑤柄 付 きモップで拭 く 範 囲 は 、 コー ト の外 側 １ . ７ ５ ｍ も含 む 。  

⑥公 式 ウォームアッ プ中 は 、 フ ェ ンスの外 でボール拾 いを手 伝 う 。  

⑦公 式 ウォームアッ プ後 、 タ イムアウト （ テ クニカルタ イムアウ ト を含 む ） 時 、セ ッ ト 間 には 、柄 付 きモッ プ を持 った ３人 のモッパーがそれぞれのコー ト を拭 く 。最 初 にフロント ゾ ーンを １

往 復 し 、次 にバ ッ クゾー ン 、サービス ゾーンの順 で拭 く 。  

⑧公 式 ウォームアッ プ終 了 後 及 び タ イムアウ ト時 は 、素 早 く コー ト を拭 く 。 テ クニカル タイムアウ ト時 （ ６ ０ 秒 ） 、セ ッ ト 間 はゆっ く りと ６ 人 そろ って拭 く 。途 中 、 濡 れている場 所 があれ

ば 、必 要 に応 じた人 数 でその部 分 を丁 寧 に拭 く 。  

⑨タ イムアウト時 、セ ッ ト 間 に 、チームがベンチ付 近 でフロアを濡 ら し た場 合 はチ ームに拭 かせる 。 こぼしたチームがチ ェ ンジコー ト し た場 合 は 、必 要 があれば使 っていないタオルで競

技 役 員 が拭 く 。  

⑩クイ ッ クモッパーは 、ウ ェッ ト ス ポッ ト を自 分 の眼 で確 認 したら 、直 ちに片 方 の手 を挙 げ （ 手 を挙 げながらコ ー ト に入 らない ） 、 ラ リー終 了 後 、素 早 く ウ ェッ ト スポ ッ ト に行 く 。拭 く 時

間 は ３秒 程 度 である 。 （ 前 のラ リー終 了 のホイ ッスルから 、次 のサービス許 可 のホイ ッスルまで ８秒 間 を 守 るため ）  

⑪フロント ゾー ン担 当 のクイ ッ クモッパーの定 位 置 は 、ス コアラーテーブル横 であ り 、副 審 側 からコ ー トの ３分 の ２の区 域 を拭 いた時 は定 位 置 に戻 る 。他 は 、 広 告 パネルを隠 さない

よう にレ フェ リ ースタ ン ドの真 後 ろに入 る 。バッ クゾー ン担 当 のクイ ッ クモッパーは拭 き終 えたら 、最 短 距 離 で必 ず定 位 置 に戻 る 。  

⑫選 手 からの要 求 があって も 、要 求 に応 じない 。 も し 、ク イ ッ クモ ッパーがウェ ッ ト ス ポッ トに行 かない場 合 は 、大 会 審 判 委 員 長 が注 意 をする 。  

⑬プレーヤーと監 督 には 、 ク イ ッ クモッパーに指 示 ・ 要 求 する権 利 はないので 、モ ッパーは ８秒 以 内 を目 標 に 、自 身 の判 断 で責 任 を果 たす 。  
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【試合の運営】 

 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

試

合

前 

レフェリー 

ミーティング 

①原則として試合開始６０分前にレフェリーミーティ

ングを行う。 

（大会毎に確認する） 

 

 

②今までに経験した試合の取り扱いについての説明、

反省や伝達事項は必ずレフェリーミーティングで話

をする。 

（例）LJとの打ち合わせ 

・ライン判定 

・ボールコンタクト 

・アンテナ付近の判定 

・パンケーキなど具体的に確認する  

①主審の位置から選手の陰になって見えないプレ

ー、床に落ちたかどうか、副審側のアンテナ外通過

とボールコンタクトなどについての判定方法や合図

の仕方、その他主審に対する補佐の仕方について打

ち合わせをする。 

②記録員・アシスタントスコアラーとの打ち合わせ

を行う。 

①主審・副審とは、サブスティチューション、タイ

ムアウト、誤ったサーバーの発見時の合図のしかた

と処理の方法について念入りに打ち合わせておく。 

 

 

②（具体例）誤ったサーバーを発見した時は、副審

に対して正しいサーバーを伝える。そして、両チー

ムの次のサーバーを伝え、それに基づいて副審、記

録員は正しいポジションを確認する。 

コート、備品、用

具の点検 

①コート、ベンチ、ウォームアップエリア、ペナル

ティーエリア、ネット、ボールについて確認をす

る。 

②ネットの高さ、張り具合、アンテナの位置および

サイドバンドの位置をチェックする。 

③必要な用具の点検をする。 

①主審と共に、用具類について確認をする。 

 

 

②主審と共に、ネットの高さ、張り具合、アンテナの

位置およびサイドバンドの位置をチェックする。 

③必要な用具の点検をする。 

①記録用紙に大会名、試合番号、チーム名、場所、

エントリー等必要な事項を青のボールペンで記入す

る。 

②代表者会議で変更、訂正された最終エントリーを

記録用紙右下部のチーム欄に記入する。 

③アシスタントスコアラーは、公式記録用紙の予備

を準備する。 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

プロトコール ①スコアラーテーブルの前で、副審の立ち会いの下、

両チームのキャプテンとトスを行う（コインを使

用）。またその際に、公式ウォームアップを合同で行

うか、個別で行うかを確認する。 

②公式ウォームアップの開始のホイッスル・計時を行

う。 

③試合球、公式記録用紙、ブザー、ナンバーパドル、

ユニフォームなど、ゲームに必要な用具をチェック

する。 

④ラインアップシートを確認し、セッターの位置を中

心に、両チームのメンバーを確認する。 

 

 

 

 

 

 

⑤公式ウォームアップの終了のホイッスルを行う。 

 

①スコアラーテーブルの前で、主審と両チームのキャ

プテンとのトスに立ち会う。 

 

 

②公式ウォームアップの計時を行う。 

 

③ウォーミングアップ中に選手のナンバーを構成メン

バー表を使って確認する。 

 

④両チームからラインアップシートを受け取り、セッ

ト、番号、サイン等を確認し、登録メンバーと照合

後記録員に渡す。数字がはっきりと確認できない，

同じ番号が記入されている場合は，監督に確認す

る。（再提出の場合もある） 

記録員が記入後は、机に置かず必ず保持する。 

ラインアップシートを提出し、記録員がスコアーシー

トに両チーム記入した後は訂正することはできな

い。 

⑤各チームが個別にウォームアップを行っている場合

は、交替をホイッスルで合図する。 

⑥ボールの配球                      

スターティングラインアップ（リベロを含む）の紹

介後  

・３ボールシステム＝ボールリトリーバーＮＯ２、５

へ  

・５ボールシステム＝ＮＯ１、２、４、５へ  

⑦ラインアップシートに従って、スターティングプレ

ーヤーを確認する。もし、ラインアップシートに記

入されていない番号の選手がコート上にいた時は、

監督に確認し正しい処置を行う。また、コート上の

選手がラインアップシートの番号と異なる位置にい

たら、ラインアップシートをゲームキャプテンに示

し処置をする。（各セット開始時も同様に扱う） 

⑧最初のサーバーにボールを送る。 

①監督、チームキャプテンはサインする。これは正式

な選手名とナンバーであることの確認である。した

がってこのサイン後にそのチームの構成を修正する

ことはできない。 

 

 

②ウォーミングアップ中に選手のナンバーと記録用紙

に記載した構成メンバーを確認する。 

 

③ラインアップシートを受け取った時には、セット、

番号、サイン等を確認し、登録メンバーと照合した

後、スコアシートに記入する。数字がはっきり確認

できない場合や登録されていない番号、あるいはリ

ベロの番号が記載されていた場合は、副審を通し

て、監督に確認する。ラインアップシートは主審・

副審（ＪＶＩＭＳ）以外には見せてはならない。 

 

④アシスタントスコアラーは、エントリーに記載され

たリベロがコート上にいることを確認する。 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

試

合

中 

遅延の制裁 ①選手交代が遅れたときとは、交代選手が入る準備

ができていなかったり、ナンバーパドルを使用する

際は、ナンバーパドルの番号を間違えたとき、また

は、ナンバーパドルを保持していなかったときなど

がある。 

②タイムアウトやセット開始の合図があったにもか

かわらず試合を再開しないことが続くときは、遅延

の罰則とする。 

③コートの表面を汗などで濡らした時に、それを拭

くための中断の要求や、シューズの紐を締め直すた

めの中断を要求したときは遅延の罰則となる。 

④ボールがデッドの間に、選手が自分で用意したタ

オルで床を拭くことや紐を締め直すことは気にする

ことなく、サービス許可のホイッスルをする。選手

が床を拭いている所や紐を結んでいる所は見ない。

見ていると待っている感じを与えるのでサーバーの

方を見る。 

①タイムアウトやセット開始の合図があったにもかか

わらず試合を再開しないときは、ただちにコートに

戻るように促す。 

①すべての遅延の警告・反則は、記録用紙のサンク

ションの欄に「Ｄ」で記載する。 

軽度の不法な 

行為 

 

 

 

 

 

 

※規則２１．１ 

①チームメンバーによる、軽度の不法な行為に対し

ては、早い段階で、ゲームキャプテンを呼び、口頭

で警告をする。 

<ステージ１>（例：「チームに警告を与えます。」）チ

ームの２度目の軽度な不法な行為は、当該選手に黄

カードを使用して警告を行う。 

＜ステージ２＞軽度の不法な行為の場合でも、ステ

ージ２から適用することができる。 

②ラリー中「ワンタッチ」とか「ドリブル」とか、

自然に声が出るようなものは気にしなくてよい。 

③ラリー終了後、役員に対してアピールする行為は

警告の対象とする。また、相手チームの選手を牽制

したり、馬鹿にするような態度、相手に向かっての

ガッツポーズ等はトラブルの原因となるので、早め

に警告を出した方がスムーズな運営ができる。 

④軽度の不法な行為は、罰則の対象ではない。義務

としてチームが反則などに該当する不法な行為に進

展するのを防ぐためのものである。 

⑤ラリー終了後ただちに次のサーバーはサービスゾ

ーンに移動して，ボールを受け取る。（サービスの準

備をする）遅れるケースでは遅延の対象となること

があるので、ホイッスルして移動を促す。 

①主審が、ゲームキャプテン・当該選手を呼んだ際、

主審の元に行き、内容を確認する。 

①軽度の不法な行為に対する口頭での警告は、罰則

ではないので、記録用紙に記録されない。 

 

 

 

 

 

 

②軽度の不法な行為は、２段階で処置されるので、

規則２１．１を理解する。 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

試

合

中 

不法な行為・反

則        

規則２１．４．１ 

 

規則２１．５ 

 

 

 

規則２１．４．２ 

①不法な行為に対する罰則を適用できるのは主審の

みであり、すべての不法な行為に対する罰則は個人

への罰則である。 

 

②セット開始前およびセット間に生じたいかなる不

法な行為も規則２１．３により、罰則が適用され

る。その罰則は次のセットに適用される。 

 

③同じ試合で同じチームメンバーが不法な行為を繰

り返した場合は、規則２１．４．２に伴い、累進的

な罰則となる。 （違反を重ねるごとにより重い罰

則を適用する。）（第９図、規則２１．３） 

①不法な行為に気づいた時、主審に報告する。 ①反則・退場・失格は記録用紙のサンクションの欄

に記入する。 

セ

ッ

ト

間 

 ①両チームの状況を確認する。必要があれば、副審

と打ち合わせをする。 

（最終セットの場合） 

リードするチームが８点に達した時、コート上の選

手をエンドラインに整列させ、ホイッスルでコート

チェンジのシグナルを示す。 

①セット間の計時を行う。前のセットが終了後、積極

的にラインアップシートを取りに行く。 

ベンチコントロール 

記録員・アシスタントスコアラーとの打ち合わせを行

う。 

（最終セットの場合） 

コートチェンジがスムーズに行えるように確認する。

中断の要求とリベロリプレイスメントは、記録員の

両手を確認後受けつける。 

①結果の集計・記入を各セットごとに行い、次のセ

ットの必要事項を記入する。            

セット間の計時を行う。   

試

合

終

了

後 

 ①監督およびゲームキャプテンと握手をする。 

 

 

 

 

 

②副審が確認をした記録用紙を、再度確認してサイ

ンをする。 

 

③副審、記録員、アシスタントスコアラー、ライン

ジャッジとともに、試合後のミーティングを行い、

試合についての反省を行う。 

①監督およびゲームキャプテンと握手をする。 

 

 

 

 

 

②試合球を確認する。試合で使用したすべてのボール

を、スコアラーテーブルまで戻す。 

 

③記録用紙が完成したら、記載された内容に間違いが

ないかを確認してサインをする。 

 

④主審、記録員、アシスタントスコアラー、ラインジ

ャッジとともに、試合後のミーティングを行い、試

合についての反省を行う。 

①試合結果を最終結果欄に記入する。チームキャプ

テンは競技中に生じた抗議の内容を記載させること

ができる。（記載内容は、ルールの適用・解釈に関す

ることに限る）ジャッジカンファレンスの適用され

る大会では，抗議の内容を記載させることはできな

い。 

 

②両チームのキャプテンのサインを採る。サイン未

記入でも試合は成立する。 

 

③記録用紙を完成させた後に、アシスタントスコア

ラーがサインした後、自分でサインをし、副審、最

後に主審のサインを採る。 

 

④記録用紙は、オリジナルを主催者が保管し、両チ

ーム、主審、副審等にコピーして渡す。 
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【試合中の判定方法】 
 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

ハンドシグナル 

①公式ハンドシグナルを使用し、明瞭に間をあけて

説得力のあるハンドシグナルを示す。選手、役員、

観衆、ＴＶ視聴者にもその反則が何であるか理解さ

せることが大切である。 

 

②反則の種類は、観衆にわかりやすいように１つ１

つ区切って行う。ホイッスルと同時にハンドシグナ

ルを示すことは避けなければならない。 

 

③ダブルフォルトの場合は、ダブルフォルトを示

し、次のサービスチームを示す。 

 

④ゲーム中は、主審、副審は共に目を合わせる必要

がある。 

 

⑤副審がホイッスルし判定したケースは、サービン

グチームのみ示す。 

①主審のハンドシグナルには、追従しない。 ラリー

の終了後は、ラリーに負けた側に移動する。（主審と

目を合わせる） 主審のサイドのシグナルを確認後

ベンチコントロールを行う。 

 

②副審がホイッスルして判定したケースは、ホイッス

ルし、ラリーに負けたチーム側に移動して、ハンド

シグナル（反則の種類・反則した選手）を示す。サ

イドは主審に追従する。 

＜判定以外でのホイッスルをするケース＞ 

選手交代のブザーがない。ブザーが鳴らない（シグナ

ルを示す）。 リベロの再指名（シグナルはしな

い）。 セット開始前、ラインアップシートに記入さ

れていない選手の交代要求時。 他コートからのボ

ールの侵入。ロングサーバー。コート上での重大な

事故，けが等。 

 

③副審が主審を補佐して合図を送るケースでは、ラリ

ーに負けたチーム側に移動して、主審と目が合った

時（主審が求めた時）に、胸の前で小さく合図のみ

送る。（しかし、主審がその判定を受け入れない時

は、主張すべきでない） 

 

④試合中、主審、副審は共に目を合わせる必要があ

る。副審の合図がポールや選手の影になって見えに

くいケースがあるので、副審は主審の見える位置に

移動する。 

①セット終了時、最終得点を斜線で消し、直ちにセ

ット終了のシグナルを示す。 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

基本の位置の取り方 

①基本的には、ボールに身体を正対させて見る。ボ

ールのあるサイドにボール１個分位身体を移動させ

るが、極端に横へ移動しない。ポールを中心として

移動する。 

 

②肩の力を抜いて、プレーの１つ１つを確認する

が、特にネット際では集中し、ボールがバックゾー

ンにある時はリラックスするリズムを持つ。 

 

③目の位置は、両アンテナの結んだ線上におくこと

を基本として、プレーに応じて、上下、左右に移動

するが、極端な移動はすべきでない。 

 

④ネットから離れたアタックプレーは、若干アタッ

カー側に身体を移動してアタッカーのプレーとブロ

ッカーの手とボールが視界に入るようにする。目の

位置が低くなるとボールコンタクトや次のプレーを

見るタイミングが遅れる。アタッカーから目を離す

とキャッチボールの反則の見逃しがあるので注意す

る。 

 

⑤自分のリズムを作り、１つ１つのプレーを瞬間的

に目の動きを止めてボールを注視することが大切で

ある。 

①膝を曲げた姿勢で、常に次のプレーに対応して動け

るようにする。プレーの位置により前後左右に位置

したり、プレーヤーの邪魔にならない位置に移動し

て、反則を見るときは必ず静止して見る。 

 

②プレーに応じてポールから１.０ｍ～１．５ｍ程度

（ブロッカーの手からセンターラインが視野に入

る）の範囲で注視する。 

 

③アンテナ外通過のボールやその可能性があるプレー

はアンテナ近くに位置しボールのコースを確認す

る。ただし、プレーの邪魔になりそうな場合は、ポ

ールの後ろに密着することが望ましい。プレーヤー

から逃げるために大きく横には移動しすぎないよう

に気をつける。 

 

④ポールカバーが太くなっているために死角ができる

ので注意する。主審サイドでの攻撃はサイドライン

近くまで移動する。                            

 

⑤タイムアウトやサブスティチューションの要求に注

意を払う。 

 

⑥ラリー終了後、負けたチーム側に移動する。両チー

ムの選手がネットをはさんで暴言や威嚇行為をして

いないか監視する。 

 

最終判定の仕方 

 主審は、ラリー終了のホイッスルをし、自ら判定

をした後、副審や線審を確認して最終判定を行う。                                                

特に，ボールコンタクトの有無，ライン判定等につ

いて主審自身が判定に自信が持てない時に限り、判

定を出す前に、副審・線審を呼んで確認する。判定

を出した後、チームからのアピールで副審・線審を

呼び、その結果判定を覆すことは審判への信頼を失

うことになるので、信念を持ち毅然たる態度で判定

を行う。 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

サ
ー
ビ
ス
時
の
判
定 

サービス許可の

ホイッスル 

①サービスの許可条件は、サービスゾーン内でサー

バーがボールを保持していること(もしも、サーバー

が背を向けているときでも)。両チームのプレーヤー

がコート内にいてプレーの準備ができていること。 

②サービス許可のホイッスルまでにポジショナルフ

ォルト、セッターの位置、バックアタックの選手の

位置等のチェックする。 

③両ベンチを見て、競技中断の要求の有無を確認す

る。 

④大観衆の中では少し長めにホイッスルをする。 

⑤主審のサービス許可のホイッスル後、８秒以内に

ボールを打たなければ、8秒ルールが適用される。

（サービスの試技をすることはできない。） 

⑥ラリー終了のホイッスルから次のサービス許可の

ホイッスルのノーマルタイムはおよそ８秒とする。 

⑦主審のホイッスル後、サービスに出た選手が間違

えであることにチーム内で気づき、正しい選手に戻

そうとする行為は、反則を科さずに代わることを認

める。この場合は８秒以内にサービスを行わなけれ

ばならない。（ボールをバウンドさせたり，コートに

背を向けていてもホイッスルする） 

⑧サービス時の反則（８秒ルール、フットフォルト

等）サービングチームのポジショナルフォルト、ス

クリーンを確認する。 

①競技中断の要求がないかを注意し、ベンチコントロ

ールをする。 

②レシービングチームのセッターの位置が、フロント

かバックか、またバックアタックは誰が打つかを確

認する。 

③レシービングチームのポジショナル・フォルトの確

認をする。（必要に応じて、保持しているラインアッ

プシートで確認） 

④ポジションの反則を確認後、打たれたサービスボー

ルが許容空間内を通るかを確認すると同時に、素早

くブロックサイドに移動する。 

①得点を確認する。 

②サーバーを確認する時は、記録用紙のサービス順

とサーバーが間違えないように、最初に記録用紙で

サーバーの番号を確認して、次に実際のコート上の

サーバーの番号を確認をする。（大きく指すことはし

ない。） 

③ロングサーバーを確認したら、サービスを打った

瞬間に「ブザー」等を使用して主審、副審に知らせ

る。④もし疑わしいことがあれば、ゲームを止めて

確認をするほうが良い。（ブザーがない時は口頭で副

審に知らせる） 

 

スクリーンの判

定 

①サービングチームの選手は、１人または集団でスクリーンを形成し、サーバーおよびサービスボールのコースが相手チームに見えないように妨害してはならない。 

サービスが行われるとき、サービングチームの１人または複数の選手が集団で腕を振り動かしたり、跳びはねたり、左右に動いたりして、あるいは集団で固まって立

ち、ボールがネット垂直面に到達するまでにサーバーとボールのコースの両方を隠すことでスクリーンが形成される。 

②スクリーンを形成していることが明らかな場合は、チームに対して注意が与えれる。再発した場合は、マイナーミスコンダクトとして罰則を適用する。 

③スクリーンの反則が成立するのは、サービングチームの選手の妨害によって、サービスをレシーブする選手が、サーバーとサービスボールの軌道を隠されて見えな

くなり、低いサービスボールがネット垂直面上を通過した時に、反則が成立する。 

サーバーの誤り ①副審のシグナルを確認したら、サイドを示す。必

要であれば副審を呼び確認を行う。 

①ホイッスルをしてゲームを止め、記録員とスコアシ

ートを見ながら、正確な状況を確認する。（その際、

正しいサーバーを確認し、ラインナップシートでポ

ジションを確認する） 

②再度ホイッスルをし、ポジショナルフォルトのハン

ドシグナルを示す。 

③ゲームキャプテンを呼んで、状況について説明す

る。（誤ったチームの正しいサーバーと次のサーバ

ー、相手チームの次のサーバー） 

④両チームのポジションを正しく確認する。 

①ロングサーバーを確認したら、サービスを打った

瞬間に「ブザー」等を使用して主審・副審に知らせ

る。時期が遅れるとトラブルの元になるので十分に

注意する。 

②副審に状況を説明する。（誤ったチームの正しいサ

ーバーと次のサーバー、相手チームの次のサーバ

ー） 
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  主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

サ
ー
ビ
ス
時
の
判
定 

ポジショナルフ

ォルト 

①サービス時にサービングチームの選手がコート内

にいることを確認する。サービスが打たれた時にコ

ート外に出ている場合、ホイッスルをして判定をす

る。 

②サービングチームの選手のコート面に接している

両足の位置によって判定をする。 

③サーバーだけ、また反則の起こりそうな選手だけ

を凝視してしまうと、視野が狭くなり、他の関係の

反則が見えなくなるので、なるべくコート全体を視

野に入れる｡   

④反則が起きた時は、どの選手の関係がポジショナ

ルフォルトなのか明確にする。 

①サービス時にレシービングチームの選手がコート内

にいることを確認する。サービスが打たれた時にコ

ート外に出ている場合、ホイッスルをして判定をす

る。 

②レシービングチームの選手だけを注視するのではな

く、両チームを視野に入れて、コート面に接してい

る両足の位置によって判定をする。 

③ゲーム中、サービス許可のホイッスルの前に疑わし

いときは、ラインアップシートを見て、ポジショナ

ルフォールトがあるか、ないかを確認をする。試合

中は必ずラインアップシートを保持する。 

④反則が起きた時は、どの選手の関係がポジショナル

フォルトなのか選手を明確に示す。 

①記録用紙で、ポジションの確認をして、副審をサ

ポートできるように心がける。 

サーブレシーブ 

①レシービングチームのセッターがフロントかバッ

クかをサービス許可の前に確認をしておく。 

②サービスボールがライン際に落下する場合は、ア

ウトかインかを確認してから、ラインジャッジの判

定を確認する。 

③バックセッターがネット際でボールをプレーする

時はボールの高さを確認しておく。 

④バックセッターがネット際でボールを返球した

り、相手からのボールをブロックする可能性のある

場合は、ボールの高さや位置を確認する。 

⑤ジャンピングサーブでボールがレシーバーにかす

かに触れていくケースに注意をする。 

⑥サービスのレシーブでは、オーバーハンドの指を

使った動作でキャッチをした場合は反則になるの

で、正確に判定する。 

①ポジションの反則を確認後、打たれたサービスボー

ルが許容空間内を通るかを確認すると同時に、素早

くブロックサイドに移動する。 

②プレーを読んでポジショニングをする。（セッター

のトスがＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ等で上がるか、アタックは

誰が打つのか、ブロックは誰がするのかなど） 

③レシービングチームのセッターがフロントか、バッ

クかを確認する。 

④レシーブボールが直接相手コートに入り、相手方か

らのアタックボールをブロックするセッターがフロ

ントかバックかを確認する。 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

アタック時 

①必ず静止して見ること。基本的には、両アンテナ

の延長線上に目線を置き、左右の動きはボール１つ

分ぐらいとし、横に出過ぎない。（オーバーネットの

判定と次のプレーへの対応のため） 

②オープンアタックは高い位置から広い視野で見る

こと。アタッカーとブロッカーとボールを視野に入

れる。アタッカーのキャッチボール、ブロッカーの

ボールコンタクトやタッチネット、また、ブロック

に跳ね返ってアタッカーに当たるケースを頭に入れ

ておく。 

③Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄクイックは、トスがネット際に上

がるので、ボールを見ながらネット上に目線をお

き、ブロッカーやセッターのオーバーネットやタッ

チ・ネット、ブロッカーのボールコンタクトを見

て、レシーバーのボールコンタクトとライン判定を

する。（プレーを先読みすること） 

④Tip Playは、プレーの先読みをして、ネット上に

目線を残す気持ちを持つと正確な判定ができる。

（Tip Play後のファーストレシーブの反則は殆どな

い） 

⑤セッターとブロッカーがフロントかバックかを確

認する。 

①攻撃のプレーを読んでポジショニングをして、必ず

静止してネット際を注視する。 

②ネットとブロッカーを視野に入れて、特にタッチネ

ット、ぺネトレーションフォルト、そしてブロッカ

ーのボールコンタクトを見るためネットとブロッカ

ーの間に視点を置き、ネット際を集中して見る。 

③副審サイドでのアタックの時は、アンテナも視野に

入れる。タッチネット、ブロッカーのワンタッチだ

けでなく、ボールがアンテナに当たるケース、ブロ

ッカーによるアンテナへのタッチネットの反則が起

こることも頭に入れて位置取りをする。 

④ネット際にプレーヤーがいなくなったら、ボールを

見て次のプレーに備える。 

⑤セッターやブロッカーがフロントかバックかを確認

する。 

 

バックアタックの判

定 

①ポジションの確認を行う。特にセッターとバックア

タックをする選手の位置を確認をしておく。セッター

がフロントの時はバック・アタックに注意する。 

②ジャンプの踏切位置を監視する。バックの選手が

アタックする時にアタックラインに触れていないか

どうか。（アタックライン延長線上も含まれているの

で十分に注意が必要である）触れていれば反則であ

る。 

③打点の高さを確認する。主審の目の位置をネット

上端まで下げて確認をする必要がある。ネットの上

端よりも完全に高い位置でヒットされたならば反則

の条件となる。 

④ネット上端より高いボールをバックのセッターが

トスした時に、相手方ブロッカーがオーバーネット

していないでそのボールに触れた場合は、バックの

セッターの反則である。 

⑤反則成立のタイミングは、そのボールがネットの

垂直面を完全に通過するか、相手のブロックに触れ

た時に反則が成立するので、その瞬間にホイッスル

をする。 

①ポジションの確認を行う。特にセッターとバックア

タックをする選手の位置を確認をしておく。セッタ

ーがフロントの時はバックアタックに注意する。 

②バックアタックを判定できるようにポールに近づき

過ぎないようにする。副審側からのアタックライン

が視野に入る位置取りをする。 

③ジャンプの踏切位置を監視する。バックの選手がア

タックする時にアタックラインに触れていないかど

うか。（アタックライン延長線上も含まれているので

十分に注意が必要である）触れていれば反則であ

る。 

④バックアタックの反則を見ることを意識して、セン

ターからの速いバックアタックが見える位置にすば

やく移動する。アタックラインが全て見える、下が

った位置で判定する。 

⑤打点の高さがはっきりしない時には、主審とアイコ

ンタクトをとり、判定を行うのが望ましい。 

⑥主審を補佐して，タイムリーにホイッスルできるよ

うにする。 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

バックセッターのア

タックヒットの反則 

①ネット上端よりも完全に高い位置でトスアップさ

れたボールが、直接相手コートに入ってしまった

り、相手ブロックに触れた時は、アタックの反則と

なる。 

②味方選手に上げたトスをブロックされた場合は、

ブロックのオーバーネットの反則となる。 

③トスを上げる前に、または同時にブロックをした

場合は、ブロックのオーバーネットの反則である。 

①判定できるように、バックセッターの確認を行う。

特にレシービングチームのセッターがバックの時は

注意する。 

②打点の高さがはっきりしない時には、主審とアイコ

ンタクトをとり、判定を行うのが望ましい。 

③主審を補佐して，タイムリーにホイッスルできるよ

うにする。 

 

ブロック時 

①ブロック時のキャッチについては、明らかなもの

は判定する。ボールをつかんで投げるような動作は

キャッチの反則である。 

②ブロッキングに似た動作で、味方コートから相手

方へ返球する動作は、ブロッキングではない。（キャ

ッチの反則があるので注意する。） 

③ブロッキングのキャッチの判定のしかたは、ネッ

ト上に目線を残す気持ちでボールを見るとよい。 

④相手チームへの返球の際、ブロックのような動作

で行う場合はキャッチの反則があるので注意をす

る。 

⑤ブロッカーのボールコンタクトで主審の死角とな

るコースは、ブロックの間と副審サイドであること

を理解し、線審と協力する。 

⑥ブロッカーのオーバーネットは、セッターがトス

を上げる前、または同時ブロックをすること。ネッ

ト上の同時プレーでどちらかがオーバーネットして

いるケース。ネット上に目線をおきボールと手の接

点を見る。（目線を極端に下げないようにする。） 

①ブロッカーによるタッチネットだけでなく、主審が

確認しにくい副審側のボールコンタクトを注意す

る。 

②アンテナにボールが当たるケースは、アタックボー

ルか、ブロックの後のボールかを確認する。 

③アンテナ近くでのプレーのときは、ブロッカーがア

ンテナに触るケースも起こることを意識して見る。 

④ネットとブロッカーを視野に入れて、特にタッチネ

ット、ぺネトレーションフォルト、そしてブロッカ

ーのボールコンタクトを見るため、ネットとブロッ

カーの間に視点を置き、ネット際を集中して判定す

る。 

 

バックプレーヤーの

ブロックの判定 （主

審、副審の責務） 

①バックプレーヤーがブロックの試みをしても反則

ではない。（リベロを除く。） 

②ブロック群でバックプレーヤーに触れなくても、

他の選手に触れれば反則は成立する。 

③バックセッターがジャンプしてセットアップしよ

うとしたとき、味方のプレーヤーのパスが伸びて相

手方コートに返り、相手方プレーヤーが打ったボー

ルが、バックのセッターに当たった。ボールが当た

ったときに、身体の一部がネット上端より高い位置

にあれば、ボールが当たった位置に関係なく、バッ

クブロックの反則が成立する。 

①サービスのときは、レシーブングチームのバックセ

ッターのブロックの判定する気持ちを持つ。 

②ラリー中もネット際でトスを上げるセッターがフロ

ントかバックかを確認しておく。 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

ボールコンタクトの

判定 

①アタッカーの手（プレー）、ボール、ブロッカーの

手を視野に入れて、瞬間に目を止めるようにすると

よく見える。また、ボールがどの方向に飛んでいっ

ても目が遅れない ように、全体を視野に入れておく

ことが大切である。 

②判定の際には実際に手や指先に触れたか否かの事

実をしっかりと確認する。判定の際には、副審や関

係する線審を確認してから選手が“ワンタッチ”と

か“ノー、ノー”と言う声に惑わされることなくタ

イミング良く最終判定を下すと説得性がある。 

③判定（ハンドシグナル）を早く出しすぎて、後か

ら副審、線審の判定を見て判定を覆すことは絶対に

避けなければならない。 

④目の位置が低くなりすぎると角度あるボールコン

タクトが見えにくくなるので高い位置から見ると良

い。 

⑤主審、副審はブロッカーのボールコンタクトの責

任範囲を明確にするために、試合前のミーティング

で打ち合わせておく。 

⑥レシーバーのボールコンタクトについては、選手

の陰に隠れてボールコンタクトが見えないケースが

あるので線審の判定を尊重すべきである。また、ア

タックボールがブロックに当たり、速いスピードで

跳ね返り、再びアタッカーに当たる時は、主審、副

審サイド共に見にくいケースが多い。主審サイドは

距離が近いうえに速いスピードのために見逃しやす

いことがあるので、線審を確認することが必要であ

る。 

⑦ブロックアウトを狙うプレーは、ブロッカーの手

のサイドをかすかに狙って打ってくるので広い視野

で見る。そして、必ず副審、線審を確認してから判

定をする。 

①副審側のボールコンタクトは、主審の死角になるコ

ースがあることを理解し、補助できるよう確認をす

る。 

②主審が求めてきた際には確認できたボールコンタク

トは、胸の前で主審が見た（求めた）タイミングで

シグナルを送る。 

③主審、副審はブロッカーのボールコンタクトの責任

範囲を明確にするために、試合前のミーティングで

打ち合わせておく。 

④ボールコンタクトを見るためネットとブロッカーの

間に視点を置き、ネット際を集中して見る。 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

ネ
ッ
ト
際
の
プ
レ
ー
の
判
定 

タッチネット 

①タッチネットの反則 

 ・ボールをプレーする動作中の選手による両アンテナ間のネットへの接触は反則である。 

ボールをプレーする動作の中には、（主に）踏み切りからヒット（またはプレーの試み）、安定した着地、

新たな動作への準備が含まれる。《規則１１．３．１》 

 ・相手チームのプレーを妨害しない限り、選手は支柱、ロープ、またはアンテナの外側にあるネットや他の

物体に触れてもよい。 

  《規則１１．３．２》  

 Ａ）「ボールをプレーする動作中」とは、 

  ボールをプレーしようとする選手の動作の開始から終了までの一連の動きと考える。 

 例えば 

  a> アタックやブロックをする選手の場合 

    「移動、ジャンプのための動作の開始から着地の動作の終了」まで 

  b> ボールが近くにある選手やボールに対してプレーをしようと移動している選手の場合 

    「移動を含んで，プレーのための動作の開始からプレーをした（しようとした）動作の終了」まで 

   また、着地後勢い余ってネットにぶら下がったり、寄りかかる動作や相手方コートに入らないように

ネットの下をくぐり、相手方フリーゾーンに出るときに，ネットに触れる動作は反則である。（両アン

テナ間に限る）速攻や時間差攻撃などで、どこにトスが上がるか判断できないタイミングで起きるネ

ットへの接触は反則とするが、明らかに離れた位置にトスが上がった場合や動作終了後、ボールが近

くになく、振り向いたときの接触は反則ではない。     

Ｂ）「相手チームのプレーを妨害する」とは、 

 ・ボールをプレーする動作中に、両アンテナ間のネット、またはアンテナに触れること。 

 ・支持を得たり、身体を安定させたりするために両アンテナ間のネットを使うこと。 

 ・ネットに触れることにより相手チームに対して自チームが有利な状況を不正につくり出すこと。 

 ・相手チームによる正当なボールへのプレーの試みに対し、それを妨害する動作をすること。 

 ・ネットをつかんだり、握ったりすること。 

Ｃ）「ネットに触れる」とは、 

 その選手の動きによって起きる接触だけを意味し、ボール等が当たり、ネットが動いたために起きる接触

は、反則にはならない。特に、ボールがネット上部の白帯に当たった場合、白帯は数 cm程度動く。そのた

めにブロッカーにネットが触れるケースがある。これを副審が下からみていると、選手がネットに触った

のと見分けがつかず、反則としてホイッスルするケースがあるので、注意する。       

＊髪の毛がネットに触れた場合  ボールをプレーする相手に影響を与えたり、ラリーを中断させること

が明らかな時のみ反則とする。例えば、髪の毛がネットの網目にからまり、プレーが中断する等      

②ゲーム中に大きなタッチネットの反則の見逃しと思われるケースが多い。タッチネットの判定は、主審・副

審で行う。 

③アンテナ付近のブロックでは、ブロッカーがアンテナに触れたケースをアタックヒットのボールがアンテナ

に当たった反則と間違えることがあるので注意する。 

④判定の際には、誰がタッチネットしたのかを明確にする。（説得性） 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

ネ
ッ
ト
際
の
プ
レ
ー
の
判
定 

ネ ッ ト 上 で の

「同時の接触」

の判定 

①両チームの選手がボールの押し合いによって、ネ

ット上でボールが完全に静止ししてもラリーは継続

される。 

②ネット上で同時の接触後、そのボールがアンテナ

にあたった時は、ダブルフォルトとなる。 

③ネット上で同時の接触後、そのボールがコート外

に落ちた場合、ネットを基準にボールの反対側の選

手が最後に触れたものとし、落ちた反対側のチーム

の反則とする。 

④ネット上端で、両チームがプレーしようとする

時、キャッチ・ボールコンタクト・オーバーネッ

ト・タッチネット・プレー後のボールの方向等に気

を付ける。 

⑤主審は、瞬間的に判定を下さなければならないの

で、ホイッスルを強く、ハンドシグナルを少々長め

に出すことによって、選手、役員、観衆、ＴＶ視聴

者に対して説得力がある。説得力とタイミングが大

切である。 

①両チームの選手がボールの押し合いによって、ネッ

ト上でボールが完全に静止ししてもラリーは継続さ

れる。 

②両チームの選手がボールの押し合いによって、ネッ

ト上でボールが完全に静止ししてもラリーは継続さ

れる。 

③副審側のプレーについては、副審が先に判定を下

し、主審に伝える。（ワンタッチの場合は胸の前で小

さくハンドシグナルを出し、アイコンタクトをと

る） 

 

オーバーネット 

①オーバーネットの反則があった瞬間にホイッスル

をする。遅れるとチームが不信感を持つ。 

②ブロックを除き、オーバーネットの判定基準は、

ネットの上端から相手コート上に手を出して、ボー

ルに触れる位置がどこであるかが大変重要である。

ネット上部の白帯のふくらみを越えて、相手コート

の空間でボールに触れると反則である。 

③オーバーネットの反則が起こりそうな瞬間に目の

位置をネット上におき、選手の手とボールの接点を

しっかりと見る。 

④セッターのトスアップやアタックプレーが十分に

可能であるボールに対して、その前、または同時に

ブロックすることは反則である。特にセッターのト

スアップをブロッキングするオーバーネットの見逃

しに注意する。 

⑤相手から向かって来るボールをすべてブロックす

ることはできるが、平行トスが相手コートに向かっ

ているケースで、アタックヒットの前にブロックを

した場合は反則である。（但し、３回触れたボールは

除く。） 

⑥相手から向かってくるボールがネットを越えない

場合は、ブロックをすると反則である。（但し、３回

触れたボールは除く。） 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

ネ
ッ
ト
際
の
プ
レ
ー
の
判
定 

ネット下からの

相手コート及び

空間への侵入 

①主審の位置からも、ネット下での相手コート、お

よび空間への侵入が見える場合がある。 

①片方の足がセンターラインを越えてもその一部がセ

ンターラインに接触しているか、その真上に残って

いれば反則とはならない。足とはくるぶしの下まで

と考える。（くるぶしを含まない。） 

②両足より上部の身体のいかなる部分が、相手コート

に触れても反則とならない。相手方プレーへの妨害

があると判断したらインターフェアの反則とする。

（ハンドシグナル＝反則をした選手を手で示す） 

③ネットの下から相手方空間に侵入しても反則とはな

らない。ただし、相手方プレーへの妨害があると判

断したらインターフェアの反則とする。 

④反則のあった瞬間に、ホイッスルすることが大切で

ある。 

 

アンテナ外通過

の判定 

①アンテナ上方を通過するボールは、取り戻すこと

ができる。アンテナ上方を通過した時点では判定を

しない。相手フリーゾーンから味方コートへ返球す

るときに、許容空間内をボールが通過したときにホ

イッスルをする。 

②ボールのコースにいる線審が判定できるので、そ

のコースの線審を確認して判定をする。試合前のミ

ーティングで確認をしておく必要がある。  

③サービスボールがアンテナに触れるもしくは、ア

ンテナの外側を通過した場合やチームの３回目の打

球後にボールがアンテナ外を通過した場合は、ホイ

ッスルしてボールアウトのシグナルを示す。 

①アンテナ上方を通過するボールは、取り戻すことが

できる。アンテナ上方を通過した時点では判定をし

ない。 相手フリーゾーンから味方コートへ返球する

ときに、許容空間内をボールが通過したときにホイ

ッスルをする。 

②副審の位置は選手のプレーを邪魔しないようにプレ

ーを先読みして位置取りをする。（基本的にはポール

の真後ろに位置することが望ましい） 

③レシーブされたボールがアンテナ外かその上方を通

過したり、取り戻すケースで許容空間内に返球され

た時の位置取りは、基本的にはポールの後かスコア

ラーテーブルの前とするが、プレーヤーの邪魔にな

らなければボールのコースに入って判定をする。線

審との協力が必要である。 

④サービスボールがアンテナに触れるもしくは、アン

テナの外側を通過した場合やチームの３回目の打球

後にアンテナ外を通過した場合は、ホイッスルして

ボールアウトのシグナルを示す。 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

ネ
ッ
ト
際
の
プ
レ
ー
の
判
定 

ボールがアンテ

ナに当たるケー

ス 

①主審側のアンテナおよびその外側のネット、ロー

プ、ワイヤー、支柱等にボールが当たった場合は、

当たった瞬間にホイッスルをすることが大切であ

る。 

②アンテナ付近でボールがネットの上端に当たったの

か、アタックしたボールがアンテナに当たったの

か、ブロックしたボールが当たったのかどうかの判

定が非常に難しく、判定が逆になってしまうことが

あるので、副審、線審を確認して正確な判定する。 

③ブロッカーがアンテナに触れるケースはタッチネッ

トである。 

④ボールに集中し過ぎて、判定が反対になることがあ

るのでブロッカーの手、アンテナを視野に入れて判

定をする。 

⑤試合前に審判団とのミーティングで取り扱い方法を

確認する。 

①副審側のアンテナおよびその外側のネット、ロー

プ、ワイヤー、支柱等にボールが当たった場合は、

当たった瞬間にホイッスルをすることが大切であ

る。 

②アンテナ付近でボールがネットの上端に当たった

のか、アタックしたボールがアンテナに当たったの

か、ブロックしたボールが当たったのかどうかの判

定が非常に難しく、判定が逆になってしまうことが

あるので、線審を確認して正確な判定する。 

③ブロッカーがアンテナに触れるケースはタッチネ

ットである。 

④副審側では、副審はポールから１ｍ～２ｍ離れ、

アンテナ上端からセンターラインが視界に入るよう

にする。 

 

ボールハンドリング 

①すべてのプレーのハンドリング基準は同一である。 

②疑わしきはホイッスルをしない。しかし、最近のハンドリング基準について若干の幅があり過ぎるとの指摘がある。審判台から見るのと、ベンチから見るのと、役

員席から見るのとでは、見る位置によってハンドリング基準の違いがでる。したがって、誰がどこから見ても反則プレーは確実にホイッスルできるようにハンドリ

ング基準を確立することが必要である。 

ボ
ー
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ 

オーバーハンド

パス 

①ボールと手が触れる瞬間だけを見て判定をするこ

と。フォームや音に影響されて判定をしないこと。 

②２段トス、トス等のプレーで、左右の手のバラツ

キ、また指先から手の平に当たるケースは、ダブル

コンタクトである。   

③左右に動いたりしてのパスや早いボールを処理する

ケースに起こりやすいキャッチに注意する。また、

手のひらで“パン”と当てることは反則ではない

が、指が引っかかるケースはキャッチで判定をす

る。 

④サービスのレシーブでは、オーバーハンドの指を使

った動作でキャッチをした場合は反則になるので、

正確に判定する。 

⑤相手方コートに返球するプレーでのダブルコンタク

ト・キャッチの見逃しに気を付ける 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

ボ
ー
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ 

アンダーハンド

パス 

①チームの１回目の打球のとき（規則９．２．３）、

ボールは、接触が同時であれば、身体のさまざまな

部分に触れてもよい。それが一つの動作中に生じた

ものであれば許される。 

②アンダーハンドの反則はボールが手の平で止まった

り、指が引っかかったりするケース。 

③ボールがブロッカーとネットの間に吸い込まれてし

まうプレーでも、次のカバープレーがファーストレ

シーブなので、一連の動作中であれば、ダブルコン

タクトの反則にはしない。ボールが静止してしまう

プレーはキャッチの反則となる。このキャッチは明

確に静止した場合のみホイッスルすべきである。 

  

トス 

①キャッチの反則は、手の中に止まるか、キャリーの

長いプレーの時に生じる。しかし、一連の流れのあ

るプレーは反則とすべきではない。ボールをためる

ために肘や手首を使って引き込むプレーが問題にな

っているので、どこでボールを捕らえ、いつ離した

かを見分けて判定しなければならない。  

②胸の前からのバックトスや頭上から前へ流すトスな

どで起こりやすいキャッチや、潜り込んでトスを上

げるケースでの左右の手のバラツキと、ネット際に

走っていってトスを上げるケースでの左右の手のバ

ラツキによるダブルコンタクトについても同様であ

る。 

③シングルハンドトスに対してのハンドリング基準

は、指と手の平との間にバラツキがあるプレー、手

の平で転がるようなプレーなどは、手の中でボール

が止まっていると判断し、キャッチとする。又 手の

中で止めるプレー、肘で押しあげる２段モーション

のプレー、投げるようなキャリーのプレーもすべ

て、キャッチとする。指先だけにボールが当たるプ

レーは反則ではない。    

④ネット上段でセッターがトスをする時（Ａクイッ

ク等）、主審はブロックサイドから見ると良く見える

場合もある。  
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

ボ
ー
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ 

Tipプレー 

①次のようなプレーが反則と考えられる。プレーを言

葉で表現することは難しいが、トレーニングを積ん

で、自分でもプレーして判定基準を確立する。 

a ボールを長く引っ張るプレー 

b ぶら下がりながら引き下ろすプレー   

c ネットの低い位置からいったん持ち上げて相手コ

ートに投げ降ろすプレー   

d ボールのコースやスピードを２段動作で変えるプ

レー   

②主審は「Tip play」の判定に関しては、プレーを先

に読んで、ネット上に目を残して判定をする。（ファ

ーストレシーブでは反則がほとんどない。） 

  

ボールイン、アウト 

①ボールが床に落ちた瞬間に短くホイッスルをする。

また、ラインギリギリの判定については、強くホイ

ッスルをする。 

②ライン判定は、審判台からイン、アウトの判定基準

を持ち、まず最初に主審が判定し、その後に担当の

線審を素早く確認して、最終判定をする。 

③審判の判定が遅れれば、アピールの原因となるの

で、タイミング良く判定をする。 

④もし、線審の判定が間違っていれば、片方の手で軽

くおさえる動作をしてから判定を覆さなければなら

ない。タイミングよく線審をおさえてから最終判定

を示す。（ワンタッチの場合も同様） 

①ボールイン・アウトの判定は、基本的には行わな

いが、状況に応じて主審を補佐することがある。た

だし、ネットから目線を早く移動させてはならな

い。 

 

パンケーキ 

①主審は目の位置を下げて見る。確認できないときに

は、副審、線審を確認してからホイッスルすべきで

ある。 

②試合前に合図のしかたについて、審判団で念入りに

打ち合わせておく必要がある。 

①ボールが確実に床に落ちたとき、主審がホイッス

ルしない場合は、ホイッスルし判定をする。 

②主審が、ボールが床に落ちたかどうか確認できな

いケースは、確実に床に落ちている場合はホイッス

ルをする。タッチネットが起こりそうもない場合

は、ボールを見る。 

 

不当な要求 

①レフェリーミーティングの際に、確認を必ず行う。 ①不当な要求があった場合は拒否をして、そのラリ

ーの終了後に記録員に不当な要求があったことを告

げ、記録用紙に記載させる。また、主審にも合図を

送る。                                                                                

＊不当な要求を拒否した場合                                 

異なる種類の中断の要求は認められる。 

①不当な要求（拒否）は、サンクション欄の上の当

該チームに×印を入れる。 

物体利用のプレー 

①プレーイングエリア内で物体（審判台やポール等）

を利用したり、味方の選手を利用してプレーをする

ことは反則である。 

②プレーイングエリアの外側では、物体（ベンチ、フ

ェンス等）や観客席に上がってプレーしても許され

る。（但し，自チーム側のプレーイングエリア外に限

る。） 

①主審が確認できないプレーは、ホイッスルし判定

をする。 
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【競技の中断に関する技術】 
 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

タイムアウト 

正規の競技中断の要求は、ラリー完了から主審による次のサービスのホイッスルまでの間に要求することができる（規則 15） ノーカウントになった場合は，全ての

中断の要求は認められない。不当な要求や遅延警告が適用された場合には、同じ種類の中断の要求は認めないが異なる種類の中断の要求は認められる。（タイムアウト

は認められないが、選手交代の要求は認められる。） ラリーが完了した場合は，全ての中断の要求が認められる。 

①監督やゲームキャプテンがブザーとハンドシグナル

でタイムアウトを要求する。主審はハンドシグナル

（Tの字）を示す必要はない。 

②必ず監督やゲームキャプテンが公式ハンドシグナル

（タイムアウト）を示しているかどうかを見て、示

している場合のみホイッスルしてタイムアウトを許

可する。示してない時は、主審はサービス許可のホ

イッスルをしてゲームを続行する。 

③サービスのホイッスルと同時か、あるいはその後の

要求は拒否される。副審はホイッスルしないで拒否

をする。ラリー終了後、記録用紙に不当な要求とし

て記載する。もし副審が間違ってホイッスルした場

合は、試合の遅延とする。また、タイムアウトの許

容回数を越えての要求も同様に扱う。 

④タイムアウトの時に、ゲーム再開の合図があった後

もタイムアウトを長引かせる場合、遅延警告の対象

となる。セット間も同様である。            

（副審が再度指導したにも係らず，中断を長引かせ

る行為は，遅延警告とする。） 

①公式ハンドシグナルを示しながら許可のホイッス

ルをし、その後、要求したチームのサイドを示す。 

②必ず監督やゲームキャプテンが公式ハンドシグナ

ル（タイムアウト）を示しているかどうかを見て、

示している場合のみホイッスルしてタイムアウトを

許可する。示してない時は、主審はサービス許可の

ホイッスルをしてゲームを続行する。 

③サービスのホイッスルと同時か、あるいはその後

の要求は拒否される。副審はホイッスルしないで拒

否をする。ラリー終了後、記録用紙に不当な要求と

して記載する。もし副審が間違ってホイッスルした

場合は、試合の遅延とする。また、タイムアウトの

許容回数を越えての要求も同様に扱う。 

④選手がベンチに戻っているかどうか確認をする。

（フリーゾーンが５ｍある場合はサイドラインから

選手が３ｍ以上は離れていることを確認する。） 

⑤モッパーがコートを確実にモッピングができてい

るかを確認する。 

⑥記録員の業務を確認するとともに、アシスタント

スコアラーとリベロの位置の確認を行う。そして、

２回目のタイムアウトを主審へ通告する。             

（主審には、タイムアウト中に通告する） 

⑦３０秒間たったら副審がホイッスルをする。２回

目のタイムアウトは、当該チームの監督に通告す

る。（監督の所まで行かなくても，ホイッスルを使用

して通告する） 

⑧ゲーム再開の吹笛後，タイムアウトを長引かせた

場合，再度吹笛をして再開をするように指導する

が，次は遅延警告の対象となり，主審に伝える。 

①タイムアウトを記録し、その回数を統御する。ま

た、２回目のタイムアウトを副審に知らせる。 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

選手交代 

（サブスティチュー

ションの手順参照） 

正規の競技中断の要求は、ラリー完了から主審による次のサービスのホイッスルまでの間に要求することができる（規則 15） ノーカウントになった場合は，全ての

中断の要求は認められない。不当な要求や遅延警告が適用された場合には、同じ種類の中断の要求は認めないが異なる種類の中断の要求は認められる。（選手交代は

認められないが、タイムアウトの要求は認められる。） ラリーが完了した場合は，全ての中断の要求が認められる。 

①主審は、選手交代の公式ハンドシグナルを示す必要

はない。 

②選手が選手交代ゾーンに入り、記録員がブザーを鳴

らしても、選手が準備を出来ていない場合は、拒否

をして遅延の罰則を適用する。 

③サービス許可のホイッスル後に選手が選手交代ゾー

ンに入ってきた場合は、要求は拒否する。そのラリ

ー終了後不当な要求として扱う（記録員がブザーを

鳴らした場合は、遅延の罰則を受ける） 

④複数の要求があり、交代の手続きが行われている途

中に、その他の要求をキャンセルしても、罰則を適

用しない。 

①ブザーを確認したら、ポール付近で交代する選手

の方を向き、手で合図をすることで、交代をコント

ロールする。 

②選手が選手交代ゾーンに入り、記録員がブザーを

鳴らしても、選手が準備を出来ていない場合は、拒

否をして遅延の罰則を適用する。 

③サービス許可のホイッスル後に選手が選手交代ゾ

ーンに入ってきた場合は、要求は拒否する。そのラ

リー終了後不当な要求として扱う（記録員がブザー

を鳴らした場合は、遅延の罰則を受ける） 

④2組以上の交代を要求する場合は、1組目が選手交

代ゾーンに入ってきたとき、2組目の交代選手は、

サイドラインから少し離れたところで待たせて、記

録員の両手が上がるのを確認した後、サイドライン

に移動させ、2組目の交代を行う。また、選手交代

の回数をコントロールし、主審次に当該チーム監督

に５回目と６回目の選手交代を通告する。               

⑤手続きをスムーズに行うためにも、記録員との協

力が大切である。 

①選手が、選手交代ゾーンに入ったらブザーを鳴ら

し、コート内の選手と交代選手が正規の交代である

かどうかを確認する。そして記録用紙に記入し、完

了したら両手を上げ副審に合図を送る。 

②選手交代を記録し、その回数を統御する。５回

目、６回目を副審に通告する。 

③記録員が記録を完了すれば、次のサーバーを確認

して、記録員は両手を上げる。両手を上げ選手交代

が問題なく完了したことを知らせる。（複数の場合は

１回ず両手を上げ、区切って行う） 

④選手の負傷で例外的な選手交代はその事実をリマ

ーク欄に記入する。 

 

【リベロの交代に関する技術】 
 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

リベロの登録 

①構成メンバーが１３名以上の場合、２名のリベロを登録しなければならない。 

②選手６名、リベロ１名の構成のチームで、選手が負傷してプレーできなくなった場合、リベロが選手として参加することができる。また、選手６名、リベロ２名の

構成の場合、選手が負傷してプレーできなくなった場合、どちらかのリベロが選手として参加することができる。この場合、ビブスをつけるなどでリベロとわかるよ

うにする。負傷した選手はその試合コートに戻ることはできない。 

リベロの動作 

①リベロが、自チームのフロントゾーン内またはそ

の延長で指を用いたオーバーハンドパスであげたボ

ールを他の選手が、ネット上端より高い位置でのア

タックヒットを完了することはできない。よってリ

ベロがフロントゾーン内であげるパスについて、十

分に確認をする。 

①リベロが、フロントゾーン内またはその延長で指

を用いたオーバーハンドパスであげたことを、主審

が確認できていない場合、確認できたら、アタック

ヒットの反則でホイッスルをする。 
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 主  審 副  審 記録員・アシスタントスコアラー 

リベロのリプレース

メント 

①リベロと他の選手との交代は、正規の選手交代の

回数には数えない。その回数は無制限だが、他の選

手との交代の間には、１つのラリーが終了していな

ければならない。リベロが、コートから出るとき

は、入れ替わった選手（またはリベロを２人もって

いる場合はもうひとりのリベロ）とのみ交代するこ

とができる。 

②１つのラリーの完了とは、どちらかのチームが得

点を得ることが条件である。ダブルフォルト（ノー

カウント）等はラリーの完了と考えない。リベロは

正規の選手交代はできない。 

③サービス許可のホイッスル後に行われる交代は、

サービスを打つ前であれば拒否されないが、そのラ

リー終了後口頭で注意される。同一試合中に繰り返

した場合は、遅延に対する罰則の対象となり、同一

試合中、累進される。例えば、遅延反則の場合、ラ

リーを中断し、直ちに遅延行為に対する罰則を適用

する。このような場合（遅延警告や遅延反則）のリ

ベロリプレイスメントは有効とする。 

①リベロおよびリベロと交代する選手は、チームの

ベンチ前のアタックラインとエンドラインの間のサ

イドラインからコートに出入りすることをコントロ

ールする。 

 

リベロの再指名 

・チームに登録されているリベロ（１人もしくは２人）すべてが，負傷，病気，退場，失格等によりプレーをすることができないと宣言された時，監督（監督不在の

場合はゲームキャプテン）はその時点でコート上にいない他の選手（リベロと入れ替わった選手を除く）を、その試合終了までリベロとして再指名することができ

る。                                                                             

＜リベロ再指名の方法＞                                                                                                                               

① 監督がブザーを押し、副審に口頭で「リベロの再指名」を要求（ハンドシグナルは示さない）。リベロと再指名される選手は，準備をしてリベロリプレイスメン

トゾーンに立っていなければならない。（ナンバーパドル使用の場合は持っていること）（アクティングリベロの同じユニフォームかビブスを着用する）                                                                                           

②副審は吹笛し、記録員に再指名であることを口頭で伝える。ハンドシグナルは示さない。                                                                                     

③記録員はアシスタントスコアラーに再指名できるか確認し，片方の手を上げる。                                                                                           

④副審は、リベロの再指名を許可する。                                                                                                                      

⑤記録員は、記録用紙の特記事項欄に、アシスタントスコアラーはリベロコントロールシートのコラムにそれぞれの変更を記載する。                                                           

・セット間に再指名をしたい時は、監督は副審に伝える。副審は、次のセットのスターティングメンバー確認後、リベロの再指名の手続きを行う。                                                     

・リベロとして再指名された選手は、その試合を通じてリベロとして試合に出場し、プレーすることができる。チームに登録されていたリベロは、その試合に戻るこ

とはできない。 
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～サブスティチューションの手順～ 
１．ラリーの終了から次のサービス許可のホイッスルまでの間に、交代選手が、交代できる準備を整えて、選手交代ゾーン(以下サブスティチューションゾー

ンという）に入ることが要求である。 

 

記録員の行動 副審の行動 主審の行動 

ナンバーカードおよびブザーを使用する場合 ナンバーカードおよびブザーを使用しない場合 ナンバーカードおよびブザーを使用する場合 ナンバーカードおよびブザーを使用しない場合  

交代選手がサブスティチューションゾ

ーンに入ったとき、ブザーを押す。 

何もしない。 ブザーを確認したら、ポールのそばで交

代する選手の方を向き、手で合図をする

ことで、交代のコントロールをする。 

交代選手がサブスティチューションゾ

ーンに入ったとき、ホイッスルをし公式

ハンドシグナルを示す。 

ポールのそばで交代する選手の方を向

き、コート内の交代する選手に手を上げ

させ、サイドライン上に止まらせる。 

なにもしない。 

ナンバーのチェックを行い、記録用紙に

記入する。その際、片手を上げたり、副

審と目を合わす必要はない。不法な交代

の場合、ブザーを押す。 

ナンバーのチェックを行い、正当な交代

であれば、軽く片方の手を上げる。不法

な交代であれば片方の手を振る。 

選手交代の際、記録員と目を合わす必要

はない。（もしも、その選手交代に誤りが

あれば、記録員が再度ブザーを鳴らす。） 

記録員が軽く片手を上げるのを確認し、

手で合図をして交代させる。 

交代する準備ができていない場合は、遅

延の罰則を適用する。 

選手交代の記録を完了した後両手を上げる。 記録員が両手を上げたのを確認した後、主審に向かって両手を上げる。 副審が両手を上げたのを確認し、サービ

ス許可のホイッスルをおこなう。 

もし、同じ中断中に、相手チーム側の選

手交代があれば、再度ブザーを押す。 

  もし、同じ中断中に、相手チーム側の選

手交代があれば、再度ホイッスルしなが

ら公式ハンドシグナルを示す。 

反対側のチームの選手交代の要求もあ

るので副審の行動を注意し、コントロー

ルする。 

※両チームがほぼ同時に選手交代の要求があった場合、記録員がどちらのチームの要求を受けたのか、連携を取って手続きをする。その際、副審がどちらのチームの交代を先に行うかを、コン

トロールする。 

 

２．交代選手が、サービスホイッスル後にサブスティチューションゾーンに入った場合は、不当な要求とする。 

（サービスのホイッスル後に選手が、サブスティチューションゾーンに入らないようにコントロールする。） 

 

記録員の行動 副審の行動 主審の行動 

ラリー終了後、副審と連携し、不当な要求を記録する。 不当な要求として拒否し、ラリー終了後処理する。 

誤って記録員がブザーを押したり、副審がホイッスルしてしまった場合、遅延の罰則を適用す

る。 

拒否の際、必要に応じて副審を補

佐する。サービス許可のホイッス

ルを行い次のラリーを始める。 
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３．２組以上の選手交代の場合は、複数の交代選手が同時にサブスティチューションゾーンに出向いていることを確認する。 

 

記録員の行動 副審の行動 主審の行動 

ナンバーカードおよびブザーを使用する場合 ナンバーカードおよびブザーを使用しない場合 ナンバーカードおよびブザーを使用する場合 ナンバーカードおよびブザーを使用しない場合  

交代選手がサブスティチューションゾ

ーンに入ったときブザーを押す。ナンバ

ーのチェックをし、記録する。その際、

片手を上げたり目を合わす必要はない。 

副審のホイッスルを確認したら、ナンバ

ーのチェックを行い、正当な交代であれ

ば、軽く片方の手を上げる。不法な交代

であれば片方の手を振る。 

ブザーを確認したら、ポールのそばで交

代する選手の方を向き、交代する選手の

うち１人を、サイドラインから少し離れ

たところに待機させる。手で合図をして

１組目を交代させる。 

交代選手がサブスティチューションゾ

ーンに入ったとき、ホイッスルをし公式

ハンドシグナルを示す。 

ポールのそばで交代する選手の方を向

き、１組目の交代選手をサイドライン上

に止まらせる。コート内の交代する選手

に手を上げさせる。記録員が軽く片手を

上げるのを確認し、手で合図をして、1組

目を交代させる。 

なにもしない。 

１組目の選手交代の記録の記入が完了

した後両手を上げる。 

１組目の選手交代の記録の記入が完了

した後両手を上げる。 

記録員の両手が上がるのを確認した後、

サイドライン上に移動させ、２組目を交

代させる。（ミスや混乱を防ぐために必

ず記録員のシグナル確認をする。） 

記録員の両手が上がるのを確認した後、

２組目をサイドライン上に止まらせ、記

録員が軽く手を上げるのを確認し、交代

させる。（ミスや混乱を防ぐために必ず

記録員のシグナル確認をする。） 

 

記録員は２組目の手続きを行う。２組目

の交代の場合、改めてブザーを押さな

い。 

記録員は、記録を完了した後、両手を上

げる。 

記録員は２組目のナンバーのチェック

を行い、正当な交代であれば、軽く片方

の手を上げる。不法な交代であれば片方

の手を振る。 

記録員は、記録を完了した後、両手を上

げる。 

記録員が両手を上げたのを確認した後、主審に向かって両手を上げる。 副審が両手を上げたのを確認し、サービ

ス許可のホイッスルをおこなう。 

もし、同じ中断中に、相手チーム側の選

手交代があれば、再度ブザーを押す。 

  もし、同じ中断中に、相手チーム側の選

手交代があれば、再度ホイッスルしなが

ら公式ハンドシグナルを示す。 

反対側のチームの選手交代の要求もあ

るので副審の行動を注意し、コントロー

ルする。 

 

 

 

 

 

 

 


